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企画セッション 

 

宇宙ビジネスは今、かつてない盛り上がりを見せ、大きな転換期を迎えている。従来

の国家主導による軍事・探査目的から、民間企業の参入を機とした商業利用へと開発

の主軸が移行する中、宇宙分野における知的財産権の重要性は一段と高まっている。

ここでは、①宇宙ビジネスの進展と宇宙分野における知的財産権のルールの展望、

②JAXAを題材とした官民連携と知的財産について説明する。 

 

①宇宙分野における知的財産権（山崎 臨在） 

まず、転換期を迎えている宇宙ビジネスの現状について紹介する。また、宇宙分野に

おける特許出願の状況、宇宙空間における知的財産権の取扱い及び今後の展望等を紹

介する。 

 

②官民連携と知的財産（谷 瑞希） 

宇宙分野での官民連携に当たり、JAXA を題材として、その知的財産活動と民間事業者

の創意工夫を加速させる知的財産マネジメントについて説明する。 

特に、従来の開発・製造委託型の発注から、宇宙分野における共創の重要性の高まり

を踏まえ、プロジェクトの事例を交えて、官民連携における知的財産の帰属・利用の

考え方等を紹介する。 

                  以 上 

 

①宇宙ビジネスの進展と宇宙分野における知的財産権のルールの展望 

②JAXAにおける知的財産マネジメント 
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 企画セッション 

 

【講演者】 

 

山崎 臨在（やまさき ともなり） 

弁護士法人内田・鮫島法律事務所 シニアアソシエイト弁護士 

一般社団法人 Japan Space Law Association理事 

 

東京大学工学部航空宇宙工学科卒業、慶應義塾大学法科大学院修了。 

多くの宇宙ベンチャーの法律顧問や社外監査役を務め、宇宙ビジネスコンテスト、 

特許庁主催 IPAS・VC-IPASのメンター等も務める。 

著書に「宇宙ビジネスの現状と宇宙活動法について」、「宇宙分野における特許出願

の動向・考察と宇宙資源法について」（経済産業調査会）、「月開発ビジネスとルー

ル」（ビジネス法務）等。 

 

 

谷 瑞希（たに みづき） 

宇宙航空研究開発機構 (JAXA) 調達部プロジェクト調達室 副室長 

慶應義塾大学大学院法学部宇宙法専修コース 非常勤講師 

 

慶應義塾大学法学部法律学科卒業。JAXA 入社以来、法務や外部連携、プロジェクト

立上げ等に従事。2012 年文科省研究開発局宇宙関連法案準備室。2018 年オランダ・

ライデン大学法科大学院航空宇宙法修士課程修了（Leiden Excellence奨学生）。 

著書に “Public-private partnership to promote new entrants to space R&D activities 

in Japan” (Routledge Handbook of Commercial Space Law)、「欧州における宇宙分野

の公共調達」（世界の宇宙ビジネス法, 商事法務）、「宇宙分野における公共調達に

ついて」（ジュリスト）等。 

                     

                  以 上 

 

 

①宇宙ビジネスの進展と宇宙分野における知的財産権のルールの展望 

②JAXAにおける知的財産マネジメント 


